
4X5全天カメラによる日食撮影

榊原幸雄

はじめに
日食時の全天撮影は、ラージフォ ーマットが断然有利です。1983年6月11日インド

ネシア日食の際に、私は自作4X5カメラにペンタックス67用の35mm F4. 5対角線
魚眼レンズを取り付け、直径90mmの円形全天カメラとして撮影しました。このカメラは
この後、91年7月11日メキシコ日食で理科大日食観測隊で使用され、そして今回の99
年8月11日1-ルコ日食で、久しぶりに私自身が撮影することになりました。この3回の撮
影をもとに、4X5全天カメラによる日食撮影について者えてみます。

1983年6月11日インドネシア日食
このときは、現地ホテルで夜閻に部屋の明かりを消して、クロゼットのなかで汗だくでフ

ィルムホルダー（フィデリティ）に、4X5シートフィルム（フジクロ ーム100D)を装
頃しました。一つのホルダーには表と裏に計2枚しか装頃できません。撮影枚数を増やすだ
め、厚さ1cmぽどあるホルダーをいくつも用意した記憶があります。撮影方法と課題等は
次のとおりです。

［撮影方法］
1 . フィルムホルダーの引蓋をとる。
2. レンズキャップの開閉によってF4. 5で1~2秒の露出を与える。
3. フィルムホルダーの引蓋を入れる。
4. フィルムホルダーを裏返しにして1~3を繰り返す。
5. 2枚撮影が終了後、新しいフィルムホルダーに交換して1~4の操作を行う。

［結果と課題］
日食は快讀に恵まれましだ。F4. 5で約1秒が適正で、2秒は少しオ ーバー ぎみでしだ。

全天撮影ではカメラが天頂を向いているため、フィルムホルダーを交換する際、カメラ全体
を三脚から外さなければならす、時間がかかりました。 カメラと三脚の接続方法、シャッタ
ーの内蔵等、カメラ全体の改造が必要と感じました。

1991年7月11日メキシコ日食
この日食では、私はハワイのマウナロア山で早朝の日食観測を行いました。ここでの皆既

時の太陽高度は22度と個いため、4X5カメラはメキシコのラパスで観測する理科大日食
観測隊が使用することになりました。太陽高度は82度で全天写真には最適の条件でしだ。
撮影を担当した本田智之さんは、15秒間隔での速写撮影を成功させました。この日食の少
し前に、コダックからレディー ロ ー ドパケットフィルムが発売され、従来のフィルムホルダ
ーを使用せすに撮影することが可能となったためです。実際の撮影方法は今回の99トルコ
日食の項で触れることにします。
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［結果と課題］

朝から雲一つない快請に恵まれました。 皆既中は予想以上に明る<、 17コマの撮影をス

ムーズに行うことができました。 露出は1S0100のフィルムを使用し、 F4. 5から5.

6で約1秒が適正でした。 露出方法が人手によるカメラキャップの開閉によったため、 まだ

明るい間の露光量が多い時では、 露出ムラが起こりましだ。 今後シャッターの改良が必要で

す。

1999年8月11日トルコ日食

この日食の前に私は94年10月24日のインド日食に参加しましだが、 朝8時過ぎの日

食で太陽高度が侶いため、 4X5カメラは使用しませんでしだ。 このため、 91年以来8年

ぶりの登場ということになります。 私自身が撮影するのは83年以来1 6年ぶりです。 ふだ

んは、 吸引式に改造したフィルムホルダ ー（フィデリティ）で全天の星野写真を撮っている

ため、 この間、 全く4X5カメラを扱っていなかった訳ではありません。 しかし、 日食撮影

の緊張感は特別で、 しかも今まで使ったことのないパケットフィルムの操作を行うだめ、 か

なり特訓を行い本番に臨みました。

ところで、 久しぶりの撮影となるため、 91年に使用しだフィルムが実際にあるのかが、

もっとも心配でしだ。 しかし、 多少ケースのデザインがかわっただけで、 全く同じ製品（コ

ダックレディーロー ドパケットフィルム：エクタクロ ーム100プラス）をヨドバシカメラ

で見つけることができ、 ますは一安心しました。

また、 最近の4X5連写フィルムの状況について、 塩田和生さんから富士写真フィルムの

カタログを頂いて検討しましたが、 今回は、 91年との比較もありコダックのシステムで行

うことにしました。

なお、 コダックのパケットフィルムは封筒状のパックの中に4X5フィルムが表裏2枚入

っていて、 パックごと専用ホルダーにいれ、 封筒のみを抜き差しすることで露光ができるよ

うになっています。

［撮影方法］ 今後の参考に、 特に詳細に記戟します。

◇事前準備

1 . 絞り： F4. 5確認。

2. ピント： 00確認。 ビニ ールテー プで固定する。

3. 内蔵フィルター：ノ ーマル確認。

4. レンズキャップのフタ確認。

5. 4X5カメラバックにコダックレディロードパケットフィルムホルダ ーを装頃する。

6. 水平および方位の確認。

7. 三脚、 カメラ固定金具等、 各部0ック確認

◇撮影

1 • 皆既の始まる10分前にパケットフィルムを2の数字を上にしてホルダ ーに装頃してお

く。（全天カメラは真上を向いているため、パケットフィルムを通常撮影の反対側から操

作することになる。 フィルムの数字は上からは2だが、 撮影は裏側の1の面を行ってい

ることになる。）
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2. 皆既が始まったら、 パケットの奥のシャッターマ ーク（以降は●で表示）をつかんでひ

つばる。（これで、 パケットの外装のみがはすれる。 ひつばり時は、 やや固めの感じ。 従

来のフィルムホルダ ーの引蓋をはすす操作に相当する。）

3. レンズキャップを開閉して1秒ほど露出する。

4. ホルダー 下部のリリースバーを押したまま、 ●をつかみパケットの外装が固定するまで

ホルダーの中に押し込む。（従来のフィルムホルダー引蓋をいれる操作。パケットフィル

ムの構造状、 リリースバーを押すことが必翌になる。）

5. リリースバーを押しだまま、 矢印マ ー ク（以降⇒で表示）をつかみ、 まっすぐにパケッ

トを引き出す。（⇒をつかんで引き出すことで、フィルム含めパケット全体が動く。 従来

のフィルムホルダ ー全体をとり取り出す操作。）

6. パケットを裏返しにして、外装の両サイドをつかみ、パケットがしっかり固定するまで、

ホルダーに差し込む。 2から5の操作を繰り返し、 2枚目のフィルムに露光する。

7. 両面とも撮影が終了しだら、 新しいパケットを用意し、 同様の操作を繰り返す。

［結果と課題］

かなり練習をつんだつもりでしたが、 2パック目の撮影の際、 リリースバーの押し方が悪

かったのか、 ●と⇒の操作を閻違えたのかして、 パケット下部に取り付けられているメタル

クリップがはすれて、 パニックになってしまいましだ。 再度リリースバ ーを押しながらパケ

ットを押しこみ、元に戻すことができ、 同とか撮影は続けらました。 このメタルクリップは、

ホルダーを封筒状に薄くし、 しかも遮光性を保つための重要な部品なのです。 クリップ操作

のだめにリリ ースバーがありますが、 速写性や携帯性のメリットの反面、 トラプルの確率も

高まることを痛感しました。

今回も快睛に恵まれ、 第2接触直後から撮影を行いました。 露出はIS0100、 F4.

5の1秒でもやや不足ぎみといった感じでした。 もっとも、 今回の日食は極大型で太陽面全

体にコロナが広がっていたため、 これ以上露出した場合、 黒い太賜がつぶれてしまったこと

でしょう。 なお、 スライド原版では、 はっきり黒い太陽が見られますが、 プリントではうま

く再現できなくて残念です。 レンズがないため現実的ではありませんが、 もしも8X10カ

メラで日食全天写真が撮れるとすれば、 日食の情景がもっとリアルに表現できることでしょ

つ。

おわりに

これまで、 私は星野写真用のシステムを流用して、 日食写真に敗り組んでいたため、 なか

なか日食用に改良することができませんでしだ。 このカメラももう20年以上l吏っていてだ

いぶガタがきています。 今後は、 日食も視野に入れた使い易い4X5カメラを製作したいと

思っています。

最後に、 今回の日食では使うことができなかつだ、 富士写真フィルムの2つの4X5シス

テムについても紹介しておきます。

ますはコダックと同様の方式ですが、 フィルム1枚入りが特徴のクイックロ ードフィルム

です。 1枚入りなので操作が単純化し、 失敗しにくくなると思われます。 専用のクイックロ

ードホルダ ー 1Iも片手ですばやく操作できるロック／リリース機構などがあり使い易そうに
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見えます。

次は新4X5システム「クイックチェンジ」です。究極の4X5速写システムのようです。

フィルムパックは8枚入りですが、 専用のクイックチェンジホルダーに装頃し、 引蓋のスラ

イド操作だけで、 シンプルかつスピーディ ーに連写することができます。 これなら1分間に

8コマの全天写真を撮ることも可能でしょう。 引蓋操作で撮影するフィルムを自動的に最後

部に給送するとのことです。 厳しい条件での日食撮影では平面性が気にかかりますが、 注目

のシステムといえるでしょう。

デジタルカメラ全盛の時代ですが、 4X5判を中心とするラー ジフォ ーマットカメラはま

だまだ存続し、 フィルムの装頃方法も進化すると思われます。 これからも日食撮影向きの情

報を積極的に収簗し、 次回の日食に活かしたいと思います。
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富士フィルムの斬発辺糟宣不妻.8枚運写の4X5システムウイックチェンジ」，

青言言言言］旦号�し�
（充：均言芯:'.!�、ご゜の

クイックロード＆クイックロードホルダーII。 ) 
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